
Japanese Society of Physical Education

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Physioal 　Eduoation

体 青 学 研 究 W− 1 P．13

　八 戸藩 に 齢け る打毬 （第一報）

　　　　　　　　　　 弘 前 大 学 岩 岡 豊 麻

　打毬 は 飛鳥時代 （640 年前後）蹴 鞠 と共 に 中 国 よ り 我

が 国へ 移入 した もの で あ るが ， 蹴鞠 は 主 と して貴族上 流

階級 の 人達の 間に 打毬は 武士階級に 洗鏑馮笠懸犬追物等

の 武芸 と拑 こ Recreation　Sportsと して 発達 した ．

　鎌倉時代よ り室町時代 に か け て ，打毬の行われた 記録

は 殆 ん どない ．こ れ は こ の 時代の 武芸は 直接軍 事的 目標

に 求 め られ ，そ の 内容 と して 実戦的好戦的気 分に 満 ち た

武芸 が 其 の 対象とされ ，Recreation　Sportsで ある打毬

は顧りみ られなか つ た もの と思 わ れ る ．

　打毬 は最も盛ん に 行われ た の は 江戸時代中期 （第八 代

将軍吉宗の 頃）で あ り、各藩の 間 で 夫 々 他 の 武術 と共に

盛 ん に 行われた よ うで あ る．こ の 時代 の 武術 は 単に 軍事

的 目標 の み に 対す るもの で な く，む しろ 「治不忘乱」 と

い う武 士 の 教 養と して の 目標に 求め られた ．こ れ は徳川

の 築 い た 封建社会 の 治世 が 全くな り．国内の 平和 が 打続

い て 武士 達は 直接軍事的な 位置 か ら解放 された N め と言

うこ とが 出 来 よ う．

　八戸藩 の 打毬は こ の 時代を背景に ， こ の 時代の 武術 の

目標 に 創め られ た ．即 ち文政 tO 年第 八代 藩主南部信真

が最初の 打毬嬲 畦者と して 藩士 の 野村武L一
へ 与えた 免許

状に

　　　騎馬臨戦場者無不取弓 垉刀鎗薙刀難然常

　　　不得 其術則不 能 左右 之 還有 害 其身 者焉

　　　大樹吉宗公 治 世慮失其利而撰定馬上 打毬

　　　之 法 平 生 使 迄 臣 弄 之莫法 至 干 今愈盛也

　　　夫沿不忘乱者誰違於大樹君 之聖志 乎是故

　　　附家流騎 射欲 永 令 家 士 学 之者 也 候

　　　　文欧戊子年三 月十有五 日

　　　　　　　　　　　　　　　　 源 信真団押1
　　　　　　　　　　　　　　　　 野村 武一一．一

・

と ある ．

　 而 して 今 日佝行わ れ て い る この 打 毬を藩祖 （新羅 三 郎

義光） を 祀 る 新羅神社境 内の 馬場 （通称長者山桜 の 馬

場）に於て 祭典当 日の 七 月二 十
一日其 の 第

一回 を 開い た

の で あ る ．即 ち 藩政時代 御用 人所 で 書い た 八 戸藩 日記

（全八 百数十冊八戸市 番町 上杉氏 所蔵） の 一冊 ，文政十

年従二 月至十二 月に ，

　　　　 閏　六 月八 日

一．御 目付 ヨ リ申継左之通 リ

　 当年 ヨ リ法霊三 社堂 （註藩政 時代 の 新 羅神社）七月

　 九 月御祭事之 節於長 者山馬場歩射騎射之法並 打毬興

　行御番士 特 二 被仰付候 尤 惣家 中次三 男迄 修業次第相

　加候儀膀手 次第之旨仰出候云 々

とあ り ，打毬開催 の 時期，場所及び 出場 者 の 資格 に つ い

て 書い て い る．

　更に 　七月二 十
一日に は

一，長者山御族所 二 於 テ 法霊参拝．夫 ヨ リ御桟敷江被為

　　入御先詰当役御機嫌伺云 々

一．打毬相済候処 及暮候 二 付瓢火被御付云 々

とあ り，打毬 粥 催 に あた つ て 着庸 して か ら競技開 始の 有

様 や 観戦中の 模様 を 書綴つ て い る・

　今 日 こ の 打毬は こ の 神社 の 祭典競技 と し て 承け 継が

れ ，打毬技術及び 関心 の 程度に 依 つ て
一般市 民 の 自由意

志 tc依つ て 参加す る こ とが出来 る が ，こ の 時代は 勿論明

治 に なつ て か らも他 の 武術 の それの よ うに 厳 しい 身分 や

地位を伴 う秘伝 々 承 に よ る免許制度が あ り仲 々 競技 へ の

参 加は 許 され なか つ た の で あ る．

　競技規則は 今 日の 欧米 ス ポ ーツ に 見 る ’t｛　ptル ゲ ーム の

ル ール の 細 分化 さ れ た もの で は な くむ しろ武士 道を包括

し競技者の 人格や 教養に よつ て 規制 し．しか も競技進行

や 運営に 至 る まで一定の 形式や技術が伴い こ れ もすべ て

秘伝 々 承 を必要 とす る もの で あつ た ．即 ち打毬師範者が

競技 々 術 の 優れ た 者 に 与 え た 免許状 に 附して 贈つ た 免

許，打毬之 巻 ，打毬役付之巻打毬諸具之巻 の 夫 々 の巻尾

に は 何れ も

　右 釘毬 秘事書転之者也悉 不 受 口 授者難明其理 云 爾

と あ る ．

　間　八 戸藩に於け る打毬 は 馬術の流派 との 関係は なき

ゃ 　　　　　　　　　　　　　　　　（佐賀大 ・黒木）

　答 打毬 ， 洗鏑馬，笠懸等騎馬 を 用 い て武術に 際 して

の 馬 の 取扱い に は 厳 しい もの があつ た よ うに 見受け られ

る．

　問　1）打毬 と馬毬は 表裏一体 の もの （馬 ・人員の 損

傷並 に 場 所）で ある が八 戸 に 於 て は如 何 ． 2）現在 ソ フ

トボ ール を 使用 との こ とで あ る が 昔 の 毬 と比 較 し競技運

営 に 関して は 如何 ・　　　　　　　　 （慶大
。笹島）

　答　1） 藩主の 与え た免許状の 内容 か らすれ ば 馬術が

対象で あ り中国の それ の よ うに 競技場とか 馬 に 対す るね

らい は 見出さ れない ・ 2）打毬 に 専念する競技者 ，打毬

に 精通す る専門家を失 つ た 今 日，毬 の 作成法 も知 らな い

有様で あ り，且競按者は 当日だ け の 則興的黄技へ の 参加

で あ る の で t ソ フ トボ
ール と正 式 の 毬 の 使用 に よる根 違

は む しろ 知 る事が 出来 な い ．
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